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伊是名村初経営革新計画承認
伊是名村環境ウィーク2019
さとうきび収穫祭
結婚祝い金贈呈式

◆ 今月号の主な内容 ◆

伊是名村のホームページ
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3 令和元年6月号 2

　4月17日（水）、商工会女性部の交通安全普及事業として、今年も布の端切れ
で作った「サングワァ～」が送られました。
　島川直樹校長は「子どもたちを思った取組にとても感謝しています。学校として
も子どもたちの安全に気をつけながら頑張ります」と語りました。
　あわせて、本部地区交通安全協会と本部警察署より新 1 年生へランドセルカ
バーの贈呈も行われました。また、伊是名駐在所の野地さんから、交通安全及び水
難事故への注意も呼び掛けました。

　「経営革新」とは中小企業が新事業活動を行う事によりその経営の向
上を図る事で、沖縄県知事から経営革新計画の承認がされます。
　SUP やシュノーケルを行ってきた同社が、新事業として「お客様自身
によるダイビングスポット開発」や「アーサの収穫体験」を開始するにあ
たり申請し、伊是名村の企業では初めての承認となりました。
　代表者の松村さんは「弊社は創業間もなく目の前の事に対応する
のに必死でしたが、商工会経営指導員の支援を得ながら5年間の
事業計画を作成する事で数年後の自社の姿が具体的に見えてきま
した。多くの方に伊是名島の海を楽しんでいただき、また島内他業
種の方と連携しながら伊是名島の観光振興・発展に貢献していきた
いです。」と話しました。

代表の松村さん（写真左）と
商工会の友利経営指導員（写真右）
３月１４日沖縄県庁にて

伊是名村初 経営革新計画承認

ダイビングショップ イゼナマリンサービスグイン

　ＪＡ伊是名支店で 13 日、「詐欺被害未然防止功
労者に対する感謝状の贈呈式」があった。同店支店
長の上原長良さん、金融共済部長の前田綾さん、窓
口担当の中村智子さん（代理で出席 諸見さん）に感
謝状が贈られた。

　 （株）和伊耕産が平成 31 年３月８日付け、カボ
チャ、トウガン（露地）で沖縄県より再認定を受
けました。エコファーマーは、認定された農産物に
エコファーマーマークを付して販売することがで
きます。

詐欺被害 ＪＡ職員防ぐ
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　うるま市から伊是名村へ水槽付消防ポンプ自
動車の譲渡式が行われました。
　うるま市の消防車両の更新に伴い、入替処分
する予定だった消防車だが、公益性が高く有効活
用してもらおうと伊是名村への譲渡が決まったも
のです。譲渡された消防車は、市の合併前から活
躍している車両です。うるま市役所において行わ
れた譲渡式では、島袋俊夫市長から奥間守副村
長へ目録キーの贈呈が行われました。

うるま市から消防車の譲渡

　７月１日（月）午後３時から、村産業支援セン
ターにおいて、村制施行80周年記念式典及び祝
賀会を開催致します。
　本村の歴史を築いてこられた先人に敬意を表
し、村の更なる発展を願うお祝いです。
　多くの村民及び郷友の皆様のご参加をお待ち
しています。

村制施行80周年記念式典・祝賀会
　有機質資材による土づくり、化学肥料（窒素成
分）及び化学合成農薬の使用低減などの環境にや
さしい農業（環境保全型農業）による農産物を生
産することで、環境負荷低減への寄与と併せ、消
費者の求めるより安全・安心な農産物供給に努
めています。
　エコファーマー制度について詳しく知りたいな
ど興味のある方はお気軽に農林水産課農政係ま
でお問い合わせ下さい。

エコファーマー農家の取組など

連絡先（伊是名村役場農林水産課）
ＴＥＬ：（０９８０）－４５－２００４
ＦＡＸ：（０９８０）－５０－７０１１

エコファーマー再認定
本部署 伊是名支店の３人表彰

小学校1年生と幼稚園生へ

４月19日
（金）
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　JAおきなわ伊是名支店では、平成30年/31年期製糖操業終了に伴い、その感謝と農家の労をねぎらうため
「さとうきび収穫祭」を村産業支援センターで開催しました。
　式典では、今期の製糖操業について報告された後、来期のさとうきび増産に向けた決意表明が行われました。
祝宴は、かぎやで風で始まりフラダンスや民謡ショーなどで盛り上がりました。 　伊是名漁業協同組合（組合長 仲田吉光）と伊是名村老人ク

ラブ連合会（会長 仲田允碩）では、伊是名村モズク拠点産地
認定（平成30年1月17日）を記念して、モズクを広くPRし、
安定生産と消費拡大、村民の健康増進に寄与することを目的
に、臨海公園グラウンドにて、各字交流グラウンドゴルフ大
会が開催され、各字老人クラブと、漁協モズク生産者部会、
婦人部が参加し、白熱した試合が展開された。

伊是名村環境ウィーク２０１9

第2回モズク拠点産地認定記念さとうきび収穫祭

　商工会女性部が二見が浦海岸にあるマッテラの浜で海岸の清掃活動を行い、9名で約1時
間半ゴミ拾いを行い、ペットボトルや漁業用の網の他、海外製の漂着物やプラスチックドラムな
どゴミ袋20袋程度が集まりました。
　　部長の名嘉好子さんは「観光で訪れる方に美しい浜を楽しんでほしいとの思いで、大型
連休の前に実施しました。」と話した。

各字交流

平成30年
31年期
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４/20
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グラウンドゴルフ大会
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情 報 コ ー ナ ー

6月28日（金）は、村・県民税の納期限です！

4月26日(金) 5月31日(金) 6月28日(金) 7月31日(水) 8月30日(金) ９月30日(月)

固定資産税・軽自動車税・村県民税について・・・ 総　務　課　45-2001
国民健康保険税・後期高齢保険料について・・・・住民福祉課　45-2819

固定資産税

軽自動車税

村・県民税
国民健康保険税

後期高齢保険料

納期

納期

納期

納期

納期

２ 期

２ 期

２ 期 ３ 期

２ 期

１ 期

１ 期

１ 期

１ 期

全期

お問い合わせ

28

納税は便利な
口座振替もあります！

納税相談も
お気軽にどうぞ！

　寄附者の皆様が寄せた寄附金は、「歴史と自然、人が共生する伊是名村」をめざして各事業、村発展の
ために使わせていただきます。ありがとうございました。

「尚円王の里いぜな島応援寄附金」

事業内容 寄附金額件数

歴史に学び自然を愛する島づくり事業
気質を誇り、うまんちゅの交流する島づくり事業
人にやさしく、健やかに暮らせる島づくり事業
豊かな生活と活力あふれる島づくり事業
その他目的達成のため村長が必要と認める事業

円
円
円
円
円

円

円

円

円 8
3
0
0
7

18

〜平成31年度4・５月  ふるさと納税実績〜

前田 睦美

非公表（ネット申込）17名

100,000

430,000

530,000

沖縄県那覇市

―

氏　名 住所（所在地） 寄附金額

合　　　計

※「－」は非公表希望

300,000
40,000

0
0

190,000

530,000

小計

地域包括支援センターだより　No.1消費生活相談窓口のご案内

　商品の購入やサービスの利用に関する疑問や不安を解消したり、契約に関するトラブルを解決するた
め、相談内容に合わせた情報を提供するなど、問題解決のお手伝いをする窓口です。

　これから地域での活動内容などを毎月皆さんにお知らせしていきたいと思っております。
よろしくお願いします。今回は、生活サポートのご案内いたします。

サポーターさん大募集しています。

生活サポート窓口 住民福祉課 TEL：４５－２８１９　地域包括支援センター TEL：４５－２３３６

≪利用対象者≫
① ６５歳以上の一人暮らし世帯

② 高齢者のみの世帯
※６５歳未満の家族と同居している世帯は対象となりません。

③ ４０歳～６４歳の方で病気や障がいなどの
　 理由で家事等を行うのが困難か方

≪支援内容≫
● 掃除・選択などの家事援助
● 草刈りや樹木伐採、家庭菜園（あたい）の
　整備等
● 食事の準備や片付け
● 話し相手・見守り
● その他専門性を必要としない生活援助

≪利用料金≫
５００円/１時間（利用者）
※１時間以上は３０分単位で計算します。

≪活動費≫
７００円/１時間（サポーター）

ちょっとした空いた時間にサポーターとして有償ボランティアとしてどうでしょうか？
また利用したい方も気軽にご相談下さい。

伊是名村では、高齢者の在宅生活を支えるサービスのひとつに生活サポート事業があります。
介護保険の認定を受けていない方でも、下記の利用対象者に該当する方は、サービスを利用
することが出来ます。村で、登録された生活サポーターが、高齢者宅を訪問しお手伝いします。

伊是名村生活サポート

お問い合わせ

消費生活相談窓口とは？？

労働安全衛生法に基づく令和元年7・8月講習会のご案内

小型移動式
クレーン運転
技能講習

ガス溶接
技能講習

免除無し
28,014円（テキスト代込）

一科目免除有り
25,854円（テキスト代込）

二科目免除有り
23,694円（テキスト代込）

12,084円
（テキスト代込）

40名

講習会名

8/26(月)13:00～17:00
8/27(火)10:00～16:40

8/28(水)9:30～15:30

受講料 定員 日　　時 会　　場 備　　　考

吊り上げ荷重1t以上
5t未満の小型移動式
クレーンの運転業務
(道路上の走行を除く)
実技は8/22・23いず
れか一日です。申し込
み順に決定します。

40名

可燃性ガス及び
酸素を用いて行う
金属の溶接、溶断又は
加熱の業務

アーク溶接
特別教育

会員　15,540円
（テキスト代込）
非会員　18,780円
（テキスト代込）

7/25(木)12:30～17:00
7/26(金)9:00～17:00

7/29(月) 9:30～15:30
7/30(火) 9:30～15:30

40名
アーク溶 接機を用い
て行う金属の溶接、溶
断等の業務

(一社)沖縄県労働基準協会　北部支部　名護市宇茂佐の森5-2-7（北部会館 4階）

 TEL：（0980）54-4700 / FAX：（0980）52-7004お問い合わせ先

※申込は先着順の受付とし、定員になり次第締め切らせて頂きます。　※受講者が少ない場合は、中止又は延期になる場合があります。予めご了承下さい。
※顔写真1枚（縦3cm ×横2.4cm）必要となりますのでお申し込み時に提出して下さい。
※受付後の申込書と受講料はお返しいたしません。講習日程の振替も行いませんので、キャンセルや遅刻、欠席をしないようご注意ください。

学 科

実 技

北部会館3階
(名護市宇茂佐の森5-2-7)

名護商工高等学校
(名護市大北4-1-23)

学 科

実 技

北部会館3階
(名護市宇茂佐の森5-2-7)

名護商工高等学校
(名護市大北4-1-23)

学 科

実 技

8/20(火)9:00～17:00
8/21(水)9:00～17:00

8/22(木)9:00～18:00
8/23(金)9:00～18:00

学 科

実 技

学 科

実 技

北部会館3階
(名護市宇茂佐の森5-2-7)

ネオパークオキナワ
（名護市字名護4607-41)

学 科

実 技

〈例えば・・・〉
◯お試し購入のはずだったのに、２回目、３回目が届いた・・・
◯「必ず儲かる」「楽して稼げる」と誘われたけど、話しが違う・・・
◯インターネット通信販売を利用したが、商品が届かない・・・
◯相手方にしつこく迫られたので契約したけど、解約したい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

全国共通
電話番号

い や や

☎ 1 8 8
消 費 者
ホ ッ ト
ラ イ ン

どこに相談してよいか分からない場合には、一人で悩まずに、
消費者ホットライン188をご利用ください。
お近くの消費生活センター等の相談窓口をご案内します。

泣き寝入りは
「嫌や！」
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6月28日（金）は、村・県民税の納期限です！

4月26日(金) 5月31日(金) 6月28日(金) 7月31日(水) 8月30日(金) ９月30日(月)

固定資産税・軽自動車税・村県民税について・・・ 総　務　課　45-2001
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後期高齢保険料

納期

納期

納期

納期

納期

２ 期

２ 期

２ 期 ３ 期

２ 期

１ 期

１ 期

１ 期

１ 期

全期

お問い合わせ

28

納税は便利な
口座振替もあります！

納税相談も
お気軽にどうぞ！

　寄附者の皆様が寄せた寄附金は、「歴史と自然、人が共生する伊是名村」をめざして各事業、村発展の
ために使わせていただきます。ありがとうございました。
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円
円
円
円
円

円

円

円

円 8
3
0
0
7

18

〜平成31年度4・５月  ふるさと納税実績〜

前田 睦美
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530,000

沖縄県那覇市
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氏　名 住所（所在地） 寄附金額

合　　　計

※「－」は非公表希望
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8/27(火)10:00～16:40

8/28(水)9:30～15:30

受講料 定員 日　　時 会　　場 備　　　考

吊り上げ荷重1t以上
5t未満の小型移動式
クレーンの運転業務
(道路上の走行を除く)
実技は8/22・23いず
れか一日です。申し込
み順に決定します。

40名

可燃性ガス及び
酸素を用いて行う
金属の溶接、溶断又は
加熱の業務

アーク溶接
特別教育

会員　15,540円
（テキスト代込）
非会員　18,780円
（テキスト代込）

7/25(木)12:30～17:00
7/26(金)9:00～17:00

7/29(月) 9:30～15:30
7/30(火) 9:30～15:30

40名
アーク溶 接機を用い
て行う金属の溶接、溶
断等の業務

(一社)沖縄県労働基準協会　北部支部　名護市宇茂佐の森5-2-7（北部会館 4階）

 TEL：（0980）54-4700 / FAX：（0980）52-7004お問い合わせ先

※申込は先着順の受付とし、定員になり次第締め切らせて頂きます。　※受講者が少ない場合は、中止又は延期になる場合があります。予めご了承下さい。
※顔写真1枚（縦3cm ×横2.4cm）必要となりますのでお申し込み時に提出して下さい。
※受付後の申込書と受講料はお返しいたしません。講習日程の振替も行いませんので、キャンセルや遅刻、欠席をしないようご注意ください。
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（名護市字名護4607-41)
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◯お試し購入のはずだったのに、２回目、３回目が届いた・・・
◯「必ず儲かる」「楽して稼げる」と誘われたけど、話しが違う・・・
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◯相手方にしつこく迫られたので契約したけど、解約したい
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月6 7～ 月の行事予定

6/1
6
8
9

15
16
23
25
26
30

・中学校：地区中体連（～２日）
・ユッカヌヒー（海神祭）
・伊是名漁協ハーリー大会
・フェリーいぜな尚円ドック（～24日予定）
・保育所：親子ふれあい運動会 
・かりゆし移動劇場「劇団群星」
・伊是名村戦没者追悼式
・乳幼児健診
・離乳食実習
・幼小中：合同運動会

●土
●木
●土
●日
●土
●日
●日
●火
●水
●日

7/1
2
8
9

10
15
17
19
20
27

・村制施行80周年記念 
・職域ナイターソフトボール（～５日）
・支部教育懇談会（仲田・諸見）
・支部教育懇談会（伊是名・勢理客）
・支部教育懇談会（内花）
・海の日
・勢理客区ウンナー
・幼・小・中１学期終業式
・仲田区ウンナー
・伊是名区ウンナー、諸見区ウンナー

●月
●火
●月
●火
●水
●月
●水
●金
●土
●土

　令和元年５月15日、役場公室にて結婚祝い金贈呈式が行われ
ました。
　祝い金は、今年４月１日に施行された「伊是名村定住促進祝い
金条例」に基づき、村民の結婚及び出産について祝い金を交付す
ることにより、新しい人生のスタートの応援、出生児（新生児）の誕
生を祝福し、もって人口増加を図り活気に満ちた村づくりに寄与す
ることを目的とするものです。
　今回、結婚祝い金第１号となったのは、伊佐川さんご夫婦。
　ご夫婦揃って「これから子どももつくって、島へ恩返し、そして島の
ために自分たちができることを少しずつ頑張っていきたい。」と熱い
思いをいただきました。
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訂正
　広報いぜな５月号／P５『郵便局、診療所のあいさつ』に誤りがありました。

　　　郵便局長の名前の姓のよみがなが東（ヒガシ）となっていましたが、正しくは、東（アズマ）でした。　訂正して、お詫びいたします。

県議会文教厚生委員会が伊是名村視察調査
　６月６日（木）に県議会文教厚生委員会の委員８名が、伊平屋村の視察調査を終え、夕方、野甫港から本村に
来村致しました。早速、支援センターにおける小学校高学年対象の村営塾及び中学生対象の「尚円チャレンジ
塾」を視察し、翌７日（金）は、産業支援センターにおいて、村長ほか課長以上の皆さんと意見交換を行いました。

　意見交換会では、前田政義村長から歓迎のあいさつと県議会
議長宛の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　の要望書を狩俣信子委員長に託しました。
　その後の意見交換会では、村における教育の現状と課題、高齢
者福祉の現状と課題、医療の現状と課題について主管課長等か
ら説明があり、それを受けて県議会の全委員から質疑や課題等に
対する提言がありました。
　なお、当日は、意見交換会に先立ち伊是名診療所の視察、意見
交換会終了後にチヂン園及び伊是名中学校の視察を行いました。

　　　　①伊平屋・伊是名架橋の早期実現について、②沖縄振
興予算の拡充について、③北部地域おける基幹病院の整備につ
いて、④離島患者等支援事業補助金について、⑤離島高校生の
修学支援について


